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１ 取組の内容・方法 

（１）はじめに 

  本校は知的障害児を対象とした学校として、平成 21 年 4 月に開校した。校訓「明

るく 正しく 元気よく」を掲げ、将来、社会の一員として主体的に参加し、自

立できる力を育成するととも

に、「生きる力」を育てること

を目標としている。図 1 は本

校のキャリア教育 発達段階

表である。各学部のスローガ

ンは小学部「がんばる子にな

ろう！」、中学部は「まなぶ人

になろう！」、高等部は「はた

らく人になろう！」を掲げて

取り組んでいる。また、小学

部は「基本的生活習慣を身に

つける段階」、中学部は「生活

経験・社会体験を広げる段階」、

高等部では「社会生活・職業

生活をする力を身につける段

階」ととらえ、スモールステ

ップを踏んで身につけるよう

に指導している。 

 

（２）進路指導部としての取組  

１ ～就労に向けて育成すべき児童生徒の力～  

「はたらく人になろう！」

というスローガンを具体的に

チェックするため、「就労に向

けて育成すべき児童生徒の力」

を作成した。これは小学部 1

年から高等部 3 年までの 12 年

間にわたり、児童生徒の社会

で働くために必要な力を確認

するための評価表である。小

学部では「体力」「あい 
表１ 就労に向けて育成すべき児童生徒の力 評価表 

図１ キャリア教育発達段階表 
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当番活動やお手伝いをする。

手順を追って行動できる。

当番活動やお手伝いの目的、これら
を達成するための道筋・手立て・評
価を理解する。

人間関係形成

・
社会形成能力
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自己管理能力

課題対応
能力

キャリアプ

ランニング

能力

自分のできること・したいことのレ
パートリーを広げる。

手順に従って行動し、自己評価する。
困ったときは援助を求める。

当番活動・家庭でのお手伝い等の経
験を通して「役割を担うこと」の意
義を理解する。

「学ぶことや働くことの意義」を理
解し、目的意識を持って進路選択を
行う。

多様な仕事・役割・生き方に関する

情報を、自らのキャリア形成に活か

す。

多様な評価を受け入れ、よりよいも
のにしようとする。
困ったときは相談する。

総合的な学習の時間
宿泊学習を通して、将来の社会生活に活
かせる、「主体的に活動する力」「友達
と協力して活動する力」「マナーを守っ
て公共の施設を利用できる力」をつける。

遊びの指導
物事への興味関
心・好奇心・操
作性を高める。

生活単元学習
学校・家庭生活に必
要な内容や働くこと
への基礎的学習をす
る。ものを取り扱う
力をつける。

基礎的な知識・技能

集団生活への適応・ソーシャルスキル

作業意欲・態度

余暇・手伝い

「がんばる子になろう！」

「まなぶ人になろう！」

「はたらく人になろう！」

総合的な学習の時間
体験学習や交流学習を通して、自己選択
力、自己決定力、他者と協力する力をつ
ける。



できる」「危険なことを認知できる」

の 4 項目を 5 段階で評価する。中学

部では、小学部で評価した 4 項目に

3 項目「わからないと言える力」「時

間を守る」「対人関係スキル」を加え、

7 項目を評価。さらに高等部では「仕

事に対する忍耐力」「持ち場を離れな

い」「就労後の保護者の協力体制」の

3 項目を加え 10 項目を評価している。

評価実施者が変わっても同じ評価結

果になるように、評価基準を設けた。 

 

（３）進路指導部としての取組       

２ ～清掃検定～ 

愛媛大学教育学部付属特別支

援学校が平成 23 年に出版した

『将来の「働く生活」を実現す

る教育』に「着替え」の手順書

が掲載されており、小学部から

ポイントを押さえた学びを継続

することで、確実に力をつける

ことができることが示されてい

た。そこで本校では、企業・作

業所の行き先に関わらず、どこ

にいても必要な「清掃」の手順

書を作成したいと考えた。学校

全体で統一した「清掃」の手順

書を作ることで、小・中・高一

貫した指導ができることと、教

員が同じ視点で指導し続けるこ

とができれば、重度の生徒でも

高等部卒業時には清掃する力を身につけることができるから

である。さらに、校内検定を実施し得点化し表彰すれば、児童

生徒のモチベーシヨンも上がるのではと考えた。  

児童生徒対象の清掃検定を行うためには、まず、教員の清掃

に対する共通認識が必要であると考え、清掃会社の方から学ぶ

研修会を開催した。プロの方から学ぶ清掃は、「ほうきの持ち

方」「ほうきの動かし方」からまったく違っており、驚くこと 

ばかりであったが、すべて理にかなった清掃方法であった。（こ

の清掃研修は、教室とトイレの 2 種類を、平成 24 年度から毎年、夏季休業中を利

教師用手順書 

表２ 就労に向けて育成すべき児童生徒の力 評価基準 

清掃研修の様子 



用して新転任者向けに実施続けている。） 

 

次に清掃検定項目、手順書、評価基準等を 2 年かけて作成した。 

清掃検定の種目は、障害の重

い生徒でもステップアップが感

じることができる種目というこ

とで、①拭きそうじ（机拭きも

含む）、②雑巾洗い、③自在ぼう

きの 3種類、特に②雑巾洗いは、

初級編、中級編１（雑巾を広げ

て洗う）、中級編２（雑巾を持ち

上げたまま洗う）の 3 段階用意

した。 

手順書等の見直しは随時行っ

ている。まず、平成 27 年度の見

直しでは、小学部の検定表「点

数制＝級」をなくし、個人個人

が到達したラインと次の課題が

わかるような検定表に変更した。

また、中学部・高等部の検定表

でも「できない＝0 点」のマイナ

スになる項目は削除、生徒自身

が「次はこれにチャレン

ジする」気持ちになるよ

うに変更した。 

また目的も見直し、拭

き掃除が難しい児童生

徒について考慮し、自分

自身や身近な場所を「拭

いてきれいにしたら気

持ちがいい」「役に立っ

た」と感じられるような

取り組みを目的とする

ことを追加した。 

清掃検定実施の手引き 

検定用紙 雑巾洗いＡ 



さらに 10 項目の検

定項目以外に、児童生

徒に合った独自の取

り組みを記載する欄

を設けた。これは既存

の検定項目では、障害

が重い児童生徒の点

数が低く出てしまう

ので、各担任が行って

いる独自の取り組み

を検定項目として取

り上げ評価すれば、励

みになり自信がつき、

掃除を楽しいと思え、

意欲的に取り組める

ことを狙っている。 

平成 28 年度の反省で、「高等部の生徒用に、より高度な技術や作業態度がはか

れるようにするにはどうするか」という課題が出て、検討を重ねた。その結果、

平成29年度より本格実施になった兵庫県の取り組み 特別支援学校技能検定のビ

ルクリーニング部門の検定項目「ダスタークロス（乾式モップ）」と「テーブル拭

き」の 2 種類を本校の清掃検定にも導入し、今年度より実施している。この 2 種

類は技能検定に準ずる評価項目にし、技能検定の取り掛かりに利用することも併

せて考え実施することにした。いざ実施してみると、「評価項目の文言や表記が分

かりづらい」「手順書をもっと生徒が見て分かりやすいものに！」とたくさんの意

見がでてきており、さっそく改善に向けて取り組んでいる。 

また、ダスタークロスは、自在ぼうきでの掃きそうじや雑巾での拭きそうじに

取り組みにくい障害の重い児童生徒も扱いやすい掃除道具なので、従来の検定項

目「拭きそうじ」をダスタークロスで行うことができる利点があることがわかっ

た。より多くの児童生徒が清掃検定に積極的に取り組めるようになるのではない

かと期待している。 

 

 

３ 成果 

清掃検定は、1 月から 3 月の間に、小学部から高等部の生徒全員が１種目以上を

受検し、修了式で表彰状を授与している。教師が同じ視点で指導することで、学

びが定着しており、地域の施設・作業所の方から「東はりまの生徒は清掃が上手」

との声をいただいている。清掃検定の目標、評価項目、評価基準の見直しを今後

もはかりながら、児童生徒の力を伸ばしたいと考えている。 

 

新検定用紙 ダスタークロス 


